
職場としての駐輪場の魅力向上は
利用者の満足度も引き上げる
ゲ ス ト 東海技研株式会社代表取締役

一般社団法人 自転車駐車場工業会 副理事長

中島 敦

この春、自転車駐車場工業会の副理事長に就任した、次代の業
界を担うホープである。メーカーとしてビジネスチャンスを広
げる提案の一方、駐輪場利用者だけでなく働く人たちへの配慮
も欠かさないなど、若手ながらそのバランス感覚に拍手。学ぶ
ことの多い対談となった。（収録：2014年6月18日）
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東海技研がメーカーとして地位を築く発端となったサイクルン

に導入しましょう、と言っていただきま
して。
森井 サイクルンの登場を契機にして、駐
輪場の精算機や電磁ロックの普及など、
機械化が一気に加速したといっていいで
しょう。東海技研さんのモノづくりは、業
界へ極めて大きな貢献をしていますよ。
中島 ありがとうございます。
森井 サイクルンを世に出して以降、常に
中島さんが営業の先陣を担ってきたので
すか。
中島 そうですね。お客様からの反応や
ニーズを吸い上げ、それを開発現場に反
映させて進化を促す役割を担ってきまし
た。今もその流れで徹夜で技術と議論を
戦わせたり、現場での調整に付き合うこ
ともあります。
森井 東海技研さんがサイクルンを出し
た当時、駐輪場業界に対するこだわり、
思い入れというのは、やはり相当深か
かったのでしょうね。
中島 会長もおっしゃっていたとおり、サ
イクルンが登場する前は、駐輪場の機械
化はごく一部に過ぎませんでした。複数

決まりました。その後、サイクルンを開
発し、平成16年に発売させていただいた
のです。
森井 サイクルンが登場してからまだ10

年でしたか。それまで駐輪場は、管理人
が利用料金を手渡しで徴収するアナログ
な場所でしたよね。一部の駐輪場では鉄
道会社が駅に導入している自動改札機を
そのまま流用していましたが、しかしあ
の機械は高かった!　当時1基2000万円
くらいしたと思います。
中島 はい。そのこともサイクルン開発の
背景にあります。もっとローコストで高
いクオリティの設備がつくれないかと。
森井 そうした時代に東海技研さんのサ
イクルンは、1000万円以下で発売され
たのですから画期的でした。鉄鋼会館の
会議室に関係者を大勢集めて、発表して
いただいたこと今でも鮮明に覚えていま
す。自動改札機の半値以下であのクオリ
ティということで、皆一様に驚きました。
中島 最初に導入いただいたのは、弊社が
ある地元の川崎市様でした。半年活用し
てみて結果が良かったら、その後本格的

森井 まずは中島さんが東海技研に入社
された経緯を教えていただけますか。
中島 私の父親と今年の1月に亡くなった
弊社の川久保が、学校の同級生だったこ
とがそもそものきっかけでした。
森井 それは奇遇でしたね。その縁を通
して入社されたのですか?

中島 いえ、当初は少し話が違いました。
クラス会で別の同級生の方と父が再会し
て、私の話になったそうなんです。その
方は医療機器関連の会社の社長さんでし
て、当初、私はその会社に誘われていま
してね。その後、今度は医療機器会社社
長と川久保が会食する機会があり、「実
は俺たちと同じクラスの中島の息子が、
ウチの会社に入ることになったんだよ」
という話題が出たそうなんです。すると
川久保が「おお、あの中島の息子か。人
材として興味があるから私の会社にく
れないか?」と人身売買的な経緯があり
（笑）、平成元年に東海技研に入社するこ
とになったんです。
森井 ははは。すると、今頃はまったく畑
の違う医療機器の仕事に携わっていたか
もしれなかったわけですね。東海技研で
はどんな仕事からキャリアをスタートし
たのですか。
中島 精算機などの組み立てから始めさ
せていただきました。私の入社当時は日
飛電子精機さんなどの電子機器開発、設
計、製造といった受託生産のみで、メー
カーと名乗るのは、いわばご法度だった
のですね。
森井 どんな経緯から「メーカー・東海技
研」が誕生したのでしょうか。
中島 まず順番として日飛さんに駐輪場ビ
ジネスを始めたい旨を打診致しました。
森井 すんなり話はまとまったわけですか?

中島 「駐輪場?」といぶかしげに反応され
まして（笑）。当時はビジネスとしての
認知度は低かったこともあり、すぐ話が

「サイクルン」から始まった
メーカーとしての社会貢献
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プライベートでは玄人はだしの釣
り人でもある中島氏。いつもなが
らのエネルギッシュな語り口に引
き込まれ、対談時間の60分はあっ
という間に過ぎていった

も、元来私自身は、モノづくりはさほど
好きではなかったんですが（笑）
森井 そうだったんですか?

中島 最初はドライバー片手に仕事に励
みながらも「やってられんな～」という
のが正直なところでした（笑）。でも、何
事も5年は続けないと本当の結果は出な
いものだと考え直して、モノづくり5年、
設置工事5年、メンテナンス5年と5年
タームで取り組みました。その後営業に
異動して今に至るわけです。
森井 なるほど。
中島 営業に異動してから、それぞれ5年
の歳月をかけて、モノづくり、設置工事、
メンテの経験を積んでいて良かった!と

実感しました。
森井 何故そう思われたのですか?

中島 当社の製品がどのようなプロセス
を経てカタチになったか。各工程で携
わった担当者たちがどんな苦労を重ねて
きたのか。すべてを経験してきたからこ
その説得力を発揮できたからです。以前
は今よりも人手が不足していたものです
から、私は、昼間は営業、夜は設置工事、
開発などと、昼夜フル稼働も珍しくあり
ませんでした。以前、サイクルンを武蔵
野市様に購入いただいた際も人手が足り
ず、私がユンボに乗って工事をしていた

思います。サイクルンを世に送り出して
以降、何度となくお叱りをいただきなが
ら少しずつ成長して、いつしか当社は、
“駐輪場専門のメーカー”になりました。
森井 売上比の割合を聞いてもよろしい
でしょうか。
中島 かつては駐車場、他社製品の開発な
どがメインで、駐輪場ビジネスについて
はごく一部。売上はほぼ10％でしたが、い
までは逆転して駐輪場が90％以上です。
そうなるまでの間、他のメーカーさんか
ら経験を積んだ技術者を数人招き、メー
カーとしての哲学や責任を全うする体
制、組織づくりにも取り組んできました。

森井 中島さんが「ああ、東海技研はやっ
とメーカーになれたんだな」と実感でき
たのはいつですか。
中島 そうですね……製品に「東海技研」
と自社の名前を冠したプレートを貼りつ
けた瞬間だったと思います。それまでは、
日飛さん、あるいは三菱プレシジョンさ
んなど受託生産していたメーカー名のプ
レートを貼り続けていただけに、やはり
感無量でしたね。今だから言いますけど

の業者さんが取り組み始めてはいました
が、将来性が見通せる時期ではなかった
と思います。その意味では、私たちも駐
輪場ビジネスに対して、まだそれほど可
能性を見出せてはいませんでした。
森井 そこからどのようにサイクルンの

開発、発売へ向かったのでしょうか。
中島 川久保の悲願が「メーカーとして社
会に貢献すること」でした。先ほど申し
上げたとおり、日飛さんから「駐輪場分
野でならメーカーとして社名を冠して

OK」と言われ、ならば本格的にその分野
に進出して存在感を示そう!という流れ
です。そして、利用者、管理者双方のニー
ズに合致した製品を創造したいと全社員
が熱意を傾けた―そうやって生まれた
のがサイクルンだったわけです。
森井 そうした経緯で川久保さんの夢で
あったメーカーへの転身を果たしたわけ
ですが、半面、メーカーにはメーカーな
らではのご苦労はありませんでしたか。
中島 受託生産時代は、万が一製品に何ら
かの不具合が起きたとしても、我々がお
客様から直接クレームをいただくことは
ありませんでしたが、メーカーとなると、
何かあった際は全責任を負わなければな
りません。振り返れば、その覚悟がサイ
クルン発売当初はなかったのかも、とは

駐輪場に専念するからこそ
独自の発想が生まれる
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対談中、話題になったハワイの駐輪施設。目的に特化したシンプルな機能美がかえって目を惹く

中島 私のような若い人間を副理事長に
推してくださるわけで、自転車駐車場工
業会は、何と柔軟な団体なのだろうと改
めて実感しています。同時期に副理事長
になった同年代の日本信号の久野木さん
と共に片岡理事長を支えつつ、新しい世
代ならではのフレキシビリティを出して
いきたいですね。
森井 自転車駐車場工業会という枠はあ
りますが、同業他社が関わる他団体と
の交流はもっと促進してもいいですね。
ちょうどこの秋、10月頃に、日本シェア
サイクル協会、自転車活用研究会、自走
式駐車場工業会、日本パーキングビジネ
ス協会、そして自転車駐車場工業会と5

団体合同で、ヨーロッパ研修を行う予定
ですから、その機会も大いに利用してい
ただければと思います。
中島 いいですね。私は個人的に欧米の
駐輪場の感性や、デザインなどの意匠を、
ぜひ、日本に積極的に採り入れたいと考
えています。例えばハワイの駐輪施設は
鉄製で一見武骨なのですが、シンプルで
分かりやすく、スマートなデザインです。
森井 あれはまさに私が唱えている綺麗、
快適、機能的の3Kを具現化する存在の
ひとつだと思います。そこに安全、安心
も加えて、3K+2Aをテーマにして合同
のヨーロッパ研修を実施したいと考えて
います。

移りたいと思います。副理事長として、
この先、業界はこうあるべき、といった
お考えはありますか。
中島 駐輪場は、かつてのような駅前の利
便施設から、今や、コミュニティポート
へ変わろうとしています。したがって、
これまでのように自治体や団体のみを顧
客とした方向だけでなく、多様なビジネ
スが実現する“場”としての可能性を追
求するべきではないかと思います。
森井 多機能を兼ね備えるコミュニティ
ポートという考え方には私も賛同しま
す。そのためには具体的にどんなアク
ションをすべきだとお考えですか。
中島 既存の自転車に関連した企業だけ
でなく、異業種のリーダーたちとも意見
交換をする場をつくっていきたいと考え
ています。実は私、工業会とは別に同年
代の企業リーダーたちと異業種勉強会の
ような会合を定期的に催しています。そ
こで時々駐輪場ビジネスの可能性という
テーマをふってみることがあるんです。
森井 どんな反応がありますか?

中島 具体的な中身はまだ公表できない
のですが、非常に有益な意見がたくさん
出てきます。駐輪場には自転車の数だけ
人が集まってくる。多くの人の流れがあ
る場所には、それに比例してたくさんの
ビジネスの芽があるということです。
森井 そのとおりですね。

んですね。それを目撃した市の担当者が
「あそこでユンボに乗っている人、中島
君ですか!?」と驚かれていました。最近
はさすがにユンボを動かすことはなくな
りましたが、全行程を知っていることは
今も自分の中で大きな財産です。
森井 フレッシュなメーカーならではの

エピソードですね。ベンチャーを起業し
た方や、大きな企業でも新規事業立ち上
げに携わった人は、設計、製作、営業な
ど全行程を担うのが通例です。その製
品が社会に受け入れられ、大量生産され
るようになると、いつしか当初のモノづ
くりの精神が失われ、お客様のニーズか
ら少しずつ乖離していく場合もあります
が、東海技研さんはその轍を踏まず、ベ
ンチャー精神を忘れずにモノづくりに邁
進して欲しいと思います。
中島 駐輪場ビジネスの業界の中では、最
も規模の小さなメーカーである当社です
が、そこで強味を見出すとすれば、先に
も申し上げたとおり、駐輪場の専門メー
カーであることだと思います。設計、技
術、工事、総務に至るまで会社のほとん
どがすべて自転車、駐輪場を向いていて、
大げさではなく会社のどこを切っても自
転車の話しか出てこない。大げさでなく
社員は朝から晩まで、自転車、駐輪場の
ことばかり考えています。こうした体制
からは、やはり考え抜かれた独自の発想
が出てくるものです。逆にいえば、そう
であり続けなければ、あっという間にサ
イクルンは、東海技研は干されてしまう。
メーカーであることに胡坐をかくので
はなく、常に危機意識を持ってお客様の
ニーズを吸い上げ、カタチにすることが
重要だと思います。

森井 では、続いて先日、中島さんが自転
車駐車場工業会の副理事長に就任された
ということで、業界全体を俯瞰した話に

業界外からも注目される
ビジネスの芽が潜む“場”
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これが東海技研の最新機器、FOUR'S（フォース）。電源の選
択肢が豊富なだけに、多様な環境で使うことができそうだ

場合、なかには、AC電源が使えない環
境も出てくると思います。その場合は太
陽光とバッテリーを併用して電源を確保
することも技術的には可能です。
森井 良いですね。それなら東京シェア
サイクルのポートにも適しているかもし
れません。
中島 FOUR'Sにはオプションでデジタ

ルサイネージのほか、面白い機能も搭載
できます。例えば、骨伝導の技術を利用
して、近隣のグルメ情報や歴史的スポッ
トの案内などを利用者に伝える音声ガイ
ド的な仕組などです。
森井 それはユニークですね。単なる駐
輪料金の精算機を超えて、いろいろな可
能性が広がります。英語をはじめとして
外国語の音声を入れられればオリンピッ
クでも活躍しそうです。
中島 おっしゃるとおりです。とにかく、
私は駐輪場をコアにして、エンドユー
ザーの生活利便性や楽しみを広げるお
手伝いができればと考えています。お
得な情報を得る、コーヒーを飲んで一
服するといった、これまでになかった
景色を駐輪場に創造したいですね。そ
うすれば、利用者への利便性だけでな
く、駐輪場で働いていただいている人
にも良い就業環境を提供することがで

（フォース）”と名付けた極小規模の駐輪
場向け精算機なのです。
森井 電源はどうするのですか?

中島 バッテリー、AC電源、太陽光いず
れも可能ですが、最も手軽なのはAC電
源です。今はコンビニエンスストアや商
店街の片隅などに設置することを想定し
ていますので、AC電源が確保しやすい
であろうことに期待しています。
森井 大量に発注した場合、1台当たりの
値段はある程度調整していただけるので
しょうか?

中島 もちろん、相談に応じさせていただ
きます。
森井 東京五輪に向けて東京シェアサイ
クルを導入した場合、オリンピックが夏
に開催されることを考えると、やはり、
ポートには屋根があったほうがベターだ
と考えています。カンカン照りの下に自
転車を置いておくとサドル表面の温度が
かなり上昇して乗りづらいし、やけどの
危険もないとは言えません。
中島 そのとおりですね。
森井 理想を言えば、屋根を付けて、その
上に太陽光パネルを置き、シェアサイク
ル置場、駐輪場、休憩スペースなどを集
約できればいいのですが。
中島 そうですね。拠点が増えていった

中島 ところで本日、会長に見て頂きたい
資料を持参致しました。以前会長がおっ
しゃっていたアイデアである「地下鉄の
駅から地上に出てきた辺りに、シェアサ
イクル、自転車置場、仮保管所の3つの

機能を備えた駐輪場」について、私なり
にずっと考えていたのです。技術的には
何の問題もなく具現化できますが、現実
的にはスペースの確保が難しい。しかし
素晴らしい着想だけに、何とか実現に向
けたモノづくりができないだろうか……
そこで開発したのが、この“ FOUR'S

東京シェアサイクルにも対応
“FOUR'S（フォース）”とは?
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対談記事のバックナンバーもご覧いただけます。

過去の対談ゲストの方は、WEBでご紹介しています

または　http://www.parkingpress.jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス　対談

【パーキングプレス 発行人】 森井 博 のプロフィール
● 一般社団法人 日本パーキングビジネス協会 理事長（業界最年長？のため）
● 一般社団法人 自転車駐車場工業会 会長（実質設立者の一人のため）
● 一般社団法人 日本シェアサイクル協会 専務理事（設立発起人、2020年東京オリンピック・パラリンピックで3万台走らせたい）
● 東京八重洲ライオンズクラブ 会員（欠席が多く熱心ではない）
● 六本木男性合唱団 団員（下手の横好き、団長三枝成彰氏の弱者救済精神に共感）
● サイカパーキング（株）、日本駐車場救急サービス（株）、モーリスコーポレーション（株） 夫々代表取締役会長（夫々創立に関与したため。信条は健康

一番、仕事は二番）

【略歴】	 1938年（昭和13年） 宮崎県延岡市の港町に生れる（小学生になる前から泳げた）76才。
	 1957年（昭和32年） 石川県立金沢泉丘高校卒（陸上競技部、ヤリ投げ、短距離、インターハイ2回出場）
	 1961年（昭和36年） 東京商船大学（現東京海洋大学）卒（遠洋航海は当時珍しいハワイ航海）
	 1961 〜 1979年 石川島播磨重工業（現：IHI）（パーキング営業部他）
	 1979 〜 1991年 東芝（エレベーター事業部他）
	 1991年 脱サラ、現職

【趣味】	 ゴルフ（週一、80才までにエージシュートを目指す）、自転車（片山右京氏監修インターマックス車他数台所有するも、あまり乗らない）、
	 自動車（レクサス他数台所有、やはり国産車がベスト。スピードは160km/hr以上は出さない）

【遍歴】	 野球（中学生までは本気でプロ選手になるつもりであった。元西鉄ライオンズ 故・鉄腕 稲生和久投手、完全試合男 田中勉投手、元巨人 長島一
茂の先生 淡河弘捕手は友人。原辰徳監督の父 故・貢氏からはボクサー犬を貰った。少年野球コーチ6年間）、陸上競技（大学生まで）、テニス（元
デ杯選手本井満氏のコーチでかなりの腕前になるも、45才時アキレス腱断裂で引退）、ゴルフ（熱心に勉強するも、なかなかシングルにはなれ
ない。これをヘタの横好きという）

森井 既に日本は超高齢化社会を迎えて
います。その点において、次代を担う若
手のホープである中島さんから、機械と
駐輪場で働く高齢者との共生を目指すと
いうお話が聞けたのは大きな収穫です。
今後も中島さんならではのアイデアや行
動力に大いに期待しています。本日は誠
にありがとうございました。

たそうなんですね。そこで「今日も一日
頑張って!」といつもより強いエールを込
めて、その男性の肩を気合を入れてバン!

と叩いたそうなんです。
森井 なるほど、それで?

中島 実はその男性、深刻な悩みを抱え
て、その日、駅で飛び込み自殺しようと
決めていたというんです。しかし、管理
人さんにガツンと気合を入れられたこと
で、憑きモノが落ちたようになって我に
返ることができたと。私はその話を聞い
て以来、駐輪場で働く多くの管理人さん
をリスペクトするようになりました。「駐
輪場はなんと奥が深い世界なんだろう!」
と大きな刺激や気づきを得て、この世界
に真剣に向き合うようになったんです。
駐輪場に特化するメーカーとして機械を
生産することが弊社の仕事ではあるので
すが、このエピソードを受けて、同時に
人間が担う役割も重視するのが私の駐輪
場哲学になりました。

きますし。
森井 なるほど。現場で働く人にも配慮
するという視点は大切ですね。
中島 高齢者雇用の場として、駐輪場は今
後ますます重要な場所になっていくはず
です。その意味でも駐輪場を快適にする
のは私たちの義務といえます。
森井 サイカパーキングの駐輪場でもた
くさんの高齢者の方々に働いていただい
ています。彼らの多くはこの仕事に就く
前は功成り名遂げた方が多く、プライド、
知識、教養もあります。そういう人のリ
タイア後の人生にふさわしい駐輪場にな
れば、それは同時に利用者にとっても良
い施設になるはずです。
中島 駐輪場で働く高齢者といえば、私
がそもそも駐輪場ビジネスに本気で取り
組む大きなきっかけになった話がありま
す。ある朝、某駅近くの駐輪場の管理人
さんがいつも利用する中年ビジネスマン
の顔を見て、非常に大きな違和感をもっ


